
今
年
度
は
、
よ
り
実
践

に
即
し
た
活
動
が
出
来
る

よ
う
、
消
防
署
の
敷
地
内

に
仮
設
の
部
屋
を
作
っ
て

訓
練
を
行
っ
た
。
審
査
は
、

勤
務
中
に
火
災
が
発
生

し
、
１
１
９
番
通
報
、
消

火
器
と
屋
内
消
火
栓
に
よ

る
消
火
に
加
え
、
在
館
者

を
避
難
誘
導
す
る
と
い
う

想
定
で
実
施
。
こ
れ
ま
で

の
訓
練
と
異
な
り
、
状
況

に
応
じ
て
各
隊
員
が
自
分

で
判
断
し
つ
つ
、
安
全
・

確
実
に
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
気
迫
溢

れ
る
活
動
が
展
開
さ
れ

た
。【

参
加
自
衛
消
防
隊
】

◇
１
号
消
火
栓
の
部

（
３
名
編
成
）
Ａ
コ
ー
ス

＝
練
馬
光
が
丘
病
院
Ａ
班
　

新
都
市
ラ
イ
フ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
　
日
生
交
通

株
式
会
社
　
一
般
社
団
法

人
練
馬
区
医
師
会
　
前
田

建
設
工
業
株
式
会
社
　
ジ

ェ
イ
シ
テ
ィ
ー
ビ
ル
　
株

式
会
社
エ
ク
シ
オ
テ
ッ
ク

光
が
丘
区
民
セ
ン
タ
ー
　

◇
同
Ｂ
コ
ー
ス
＝
ア
カ

オ
ア
ル
ミ
　
株
式
会
社
日

東
工
業
　
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ

専
門
店
街
Ａ
　
練
馬
光
が

丘
病
院
Ｂ
班
　
光
が
丘
Ｉ

Ｍ
Ａ
専
門
店
街
Ｂ
　
大
宏

ビ
ル
　
ホ
テ
ル
カ
デ
ン
ツ

ァ
光
が
丘
　
イ
オ
ン
練
馬

店
◇
２
号
消
火
栓
の
部

（
２
名
編
成
）
＝
介
護
老

人
保
険
施
設
カ
タ
ク
リ
の

花
　
順
天
堂
練
馬
病
院
防

災
セ
ン
タ
ー
　
ラ
イ
フ
コ

ミ
ュ
ー
ン
石
神
井
公
園

ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ト
練
馬

ヤ
マ
ダ
電
機
平
和
台
駅
前

店
　
田
柄
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
　
順
天
堂
練
馬
病

院
看
護
師
　
株
式
会
社
ネ

ー
チ
ャ
ー
ズ
フ
ォ
ー
レ
ス

ト
　
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
平
和
台
店
　
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
練
馬
高

松
園【

１
号
消
火
栓
の
部
】

▽
優
勝
＝
光
が
丘
Ｉ
Ｍ

Ａ
専
門
店
街
Ｂ
自
衛
消
防

隊
▽
準
優
勝
＝
ア
カ
オ
ア

ル
ミ
同
　
株
式
会
社
新
都

市
ラ
イ
フ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
光
が
丘
事
業
本
部
同

▽
第
３
位
＝
株
式
会
社
ジ

ェ
イ
シ
テ
ィ
ー
　
ホ
テ
ル

カ
デ
ン
ツ
ァ
光
が
丘
同
　

光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ
専
門
店
街

Ｂ
　
光
が
丘
区
民
セ
ン
タ

ー
同【

２
号
消
火
栓
の
部
】

▽
優
勝
＝
田
柄
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
自
衛
消
防

隊
▽
準
優
勝
＝
株
式
会
社

ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
平
和
台
店
同
　
順
天
堂

大
学
医
学
部
附
属
練
馬
病

院
看
護
師
同
▽
第
３
位
＝

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
練

馬
高
松
園
同
　
順
天
堂
大

学
医
学
部
附
属
練
馬
病
院

防
災
セ
ン
タ
ー
同

発行所　（株）光が丘新聞社 
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29
年
９
月
８
日
、
光
が
丘
消
防
署
（
署
長
　
山
田
哲
夫
）
敷

地
内
で
、
初
の
自
衛
消
防
技
術
審
査
会
が
実
施
さ
れ
、
管
内
か

ら
23
事
業
所
26
隊
、
68
名
が
参
加
し
て
例
年
通
り
競
っ
た
。

光が丘消防署

入
賞
隊

光
が
丘
消
防
署
は
、
９

月
20
日
に
「
火
災
に
よ
る

死
者
ゼ
ロ
２
０
０
０
日
」

を
達
成
し
た
。

こ
の
記
録
は
、
平
成
24

年
３
月
29
日
以
来
、
約
５

年
半
に
わ
た
り
積
み
重
ね

ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ

り
、
地
域
住
民
が
日
頃
か

ら
防
火
に
対
す
る
高
い
意

識
を
持
っ
て
安
全
・
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
到

達
す
る
こ
と
が
で
き
た
数

字
で
あ
る
。

署
で
は
今
後
も
、
様
々

な
活
動
等
を
通
じ
て
多
く

の
人
に
防
火
防
災
に
対
す

る
感
心
を
寄
せ
て
も
ら

い
、
力
を
合
わ
せ
て
今
回

達
成
し
た
記
録
を
さ
ら
に

更
新
し
て
行
く
決
意
を
新

た
に
し
て
い
る
。

火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ

２
０
０
０
日
を
達
成



天
皇
皇
后
両
陛
下
は
９

月
16
日
18
時
、
練
馬
区
立

美
術
館
（
館
長
　
中
村
啓

一
　
貫
井
１
ー
36
ー
16
）

を
訪
れ
、
生
誕
１
５
０
年

記
念
「
藤
島
武
二
展
」
を

鑑
賞
さ
れ
た
。

当
日
は
、
前
川
燿
男
区

長
、
小
林
み
つ
ぐ
区
議
会

議
長
等
が
天
皇
皇
后
両
陛

下
を
出
迎
え
た
。

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、

練
馬
区
立
美
術
館
学
芸
員

の
説
明
の
も
と
、
藤
島
武

二
の
絵
画
作
品
を
ゆ
っ
た

り
と
ご
鑑
賞
。

天
皇
陛
下
は
、
「
近
代

洋
画
の
流
れ
が
わ
か
る
の

は
い
い
で
す
ね
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
た
。
皇
后
陛

下
は
、
池
畔
納
涼
の
絵
を

ご
覧
に
な
り
「
こ
の
絵
は

ど
こ
な
ん
で
す
か
。」「
蓮

の
花
が
見
え
ま
す
ね
」
と

た
ず
ね
ら
れ
、
「
よ
く
こ

れ
だ
け
の
絵
を
お
集
め
に

な
り
ま
し
た
ね
」
と
感
心

な
さ
っ
て
い
た
。

藤
島
武
二
（
１
８
６
７

年
〜
１
９
４
３
年
）
は
、

日
本
近
代
洋
画
の
牽
引
者

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
画
家
。
皇
室
か
ら
揮

毫
の
下
命
を
受
け
る
な

ど
、
わ
が
国
を
代
表
す
る

洋
画
家
と
し
て
活
躍
し

た
。
そ
の
作
風
や
魅
力
的

な
人
柄
は
次
世
代
の
画
家

た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与

え
た
。

本
年
は
、
藤
島
武
二
の

生
誕
１
５
０
年
と
い
う
記

念
の
年
に
当
た
る
。
展
示

で
は
、
藤
島
芸
術
を
年
代

ご
と
に
そ
の
優
品
に
よ
っ

て
辿
る
ほ
か
、
鹿
児
島
時

代
に
学
ん
だ
日
本
画
の
師

の
作
品
を
は
じ
め
、
洋
画

を
学
ん
だ
山
本
芳
翠
、
黒

田
清
輝
、
留
学
先
で
師
と

仰
い
だ
フ
ェ
ル
ナ
ン
・
コ

ル
モ
ン
ら
の
作
品
を
通
じ

て
、
藤
島
作
品
の
形
成
に

も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
い

る
。初

公
開
と
な
る
作
品
や

資
料
を
含
む
１
６
０
点
を

紹
介
し
、
藤
島
芸
術
の
裾

野
の
広
さ
を
再
検
証
す
る

展
覧
会
。
会
期
は
９
月
６

日
か
ら
18
日
。

昭
和
60
年
10
月
開
館
。

日
本
近
現
代
美
術
を
中
心

に
、
斬
新
な
視
点
・
切
り

口
で
開
館
以
来
様
々
な
展

覧
会
を
開
催
し
て
い
る
。

美
術
館
の
要
で
あ
る
作
品

の
収
集
・
保
存
管
理
・
研

究
・
展
示
と
い
っ
た
活
動

に
附
随
し
、
学
芸
員
や
作

家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

ー
ク
や
ロ
ビ
ー
を
利
用
し

た
コ
ン
サ
ー
ト
、
様
々
な

技
術
を
学
ぶ
講
座
な
ど
、

教
育
普
及
事
業
も
多
彩
な

展
開
を
見
せ
て
い
る
。

 

  

Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
に
新
し

い
ヤ
マ
ハ
コ
ン
サ
ー
ト
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
Ｃ
Ｆ
Ｘ
が

導
入
さ
れ
、
そ
の
お
披
露

目
コ
ン
サ
ー
ト
が
９
月
３

日
、
Ｉ
Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
に
て

開
催
さ
れ
、
15
時
か
ら
約

１
時
間
ピ
ア
ニ
ス
ト
森
本

麻
衣
さ
ん
の
演
奏
に
多
く

の
観
客
が
魅
了
さ
れ
た
。

演
奏
さ
れ
た
の
は
、
シ

ョ
パ
ン
作
曲
　
幻
想
即
興

曲
　
ノ
ク
タ
ー
ン
嬰
ハ
短

調
遺
作
　
子
犬
の
ワ
ル
ツ

「
革
命
」
エ
チ
ュ
ー
ド

「
英
雄
」
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
第

６
番
　
リ
ス
ト
作
曲
　
愛

の
夢
　
ハ
ン
ガ
リ
ー
狂
詩

曲
第
10
番
。

鍵
盤
が
一
つ
鳴
る
と
Ｉ

Ｍ
Ａ
ホ
ー
ル
は
、
東
欧
の

世
界
に
繋
が
り
、
う
っ
す

ら
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン

ガ
リ
ー
を
感
じ
る
。
夢
心

地
の
ホ
ー
ル
の
観
客
は
、

実
に
大
人
し
く
、
「
皆
さ

ん
、
静
か
で
す
ね
」
と
ピ

ア
ニ
ス
ト
、
司
会
の
港

幸
樹
さ
ん
の
絶
妙
な
話
術

で
や
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た

と
こ
ろ
「
１
日
10
時
間
練

習
し
ま
す
」
と
ピ
ア
ニ
ス

ト
が
応
え
る
と
驚
き
で
ホ

ー
ル
が
揺
れ
た
。「
わ
ぁ
、

反
応
が
…
」
の
や
り
と
り

も
あ
っ
た
。

森
本
さ
ん
の
最
近
の
活

躍
は
、
テ
レ
ビ
朝
日
放
送

「
関
ジ
ャ
ニ
∞
の
Ｔ
ｈ
ｅ

モ
ー
ツ
ア
ル
ト
音
楽
王
No

１
決
定
戦
」
で
第
３
回

「
ピ
ア
ノ
王
」
に
な
っ
て

い
る
。

演
奏
後
、
ロ
ビ
ー
で
は

コ
ン
サ
ー
ト
の
冒
頭
で
舞

台
に
出
演
し
た
光
が
丘
Ｉ

Ｍ
Ａ
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
「
Ｉ
Ｍ
Ａ
に
ゃ
ん
」
と

の
記
念
撮
影
な
ど
で
和
や

か
に
終
了
し
た
。

お
披
露
目
コ
ン
サ
ー
ト

第
２
弾
は
、
12
月
26
日
に

開
催
さ
れ
る
。

森
本
麻
衣
と
Ｉ
Ｍ
Ａ
に
ゃ
ん
が
コ
ラ
ボ

 

歌
と
踊
り
で
若
さ
と
健

康
を
維
持
し
よ
う
。
と
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
光

が
丘
教
室
ロ
ビ
ー
で
、
９

月
19
日
ウ
ク
レ
レ
＆
ハ
ワ

イ
ア
ン
ソ
ン
グ
の
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
が
無
料
で
開
催
さ
れ

た
。ハ

ワ
イ
州
旗
の
下
、
15

曲
が
披
露
さ
れ
た
。
そ
の

う
ち
ウ
ク
レ
レ
は
初
心

者
・
初
級
・
中
級
ク
ラ
ス

が
上
達
の
程
を
見
せ
、
ハ

ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
は
色
と

り
ど
り
の
衣
裳
に
身
を
包

ん
だ
女
性
た
ち
が
に
こ
や

か
に
踊
り
会
場
に
詰
め
か

け
た
そ
れ
な
り
の
方
々
を

笑
顔
に
し
た
。
そ
の
間
、

ウ
ク
レ
レ
演
奏
で
真
夜
中

の
ギ
タ
ー
・
思
い
出
の

渚
・
な
ん
と
な
く
　
な
ん

と
な
く
・
小
さ
な
竹
の
橋

を
全
員
で
斉
唱
し
た
。

主
な
出
演
は
ウ
ク
レ
レ

関
口
光
明
、
ハ
ワ
イ
ア
ン

ダ
ン
ス
　
浦
野
ひ
ろ
み
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ロ
ビ
ー
が
ハ
ワ
イ
に
な
っ
た

天皇皇后両陛下が

｢藤島武二展｣をご鑑賞

「池畔納涼」（明治31年）ご鑑賞の様子

池畔納涼（1898年、油彩、カンヴァズ、
東京芸術大学大学美術館蔵）

藤
島
武
二
展
の
概
要

練
馬
区
立
美
術
館
の
概
要



【
光
が
丘
四
季
の
香
小
】

◇
６
日
（
金
）
１
・
２
・

３
年
歯
科
検
診
◇
12
日
（
木
）

四
季
の
香
カ
ー
ニ
バ
ル
◇
26

日
（
木
）
４
・
５
年
歯
垢
染

色
テ
ス
ト
◇
31
日
（
火
）
就

学
時
健
康
診
断
◇
11
月
１
日

（
水
）
避
難
訓
練
・
起
震
車
体

験
◇
４
日
（
土
）
開
校
記
念

日
【
光
が
丘
春
の
風
小
】

◇
５
日
（
木
）
〜
７
日

（
土
）
５
組
軽
井
沢
宿
泊
学
習

◇
10
日
（
火
）
５
組
振
替
休

日
◇
13
日
（
金
）
３
年
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
見
学
。
５

組
保
護
者
会
◇
14
日
（
土
）

５
年
情
報
モ
ラ
ル
教
室
◇
16

日
（
月
）
６
年
光
二
中
海
外

派
遣
報
告
会
◇
17
日
（
火
）

全
校
遠
足
◇
19
日
（
木
）
誕

生
日
給
食
◇
21
日
（
土
）
わ

く
わ
く
フ
ェ
ス
タ
◇
26
日

（
木
）
就
学
時
健
康
診
断
。
５

年
光
二
中
合
唱
コ
ン
リ
ハ
参

観
◇
30
日
（
月
）
光
二
中
生

徒
会
訪
問
◇
11
月
２
日
（
木
）

開
校
記
念
日

【
光
が
丘
夏
の
雲
小
】

◇
６
日
（
金
）
ス
マ
イ
ル

遊
び
◇
11
日
（
水
）
色
覚
検

査
◇
12
日
（
木
）
演
劇
鑑
賞

教
室
。
色
覚
検
査
◇
13
日

（
金
）
３
年
歯
磨
き
巡
回
◇

14
日
（
土
）
情
報
モ
ラ
ル
教

室
◇
16
日
（
月
）
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
◇
17
日
（
火
）
全
校

遠
足
◇
24
日
（
火
）
避
難
訓

練
・
防
災
学
習
◇
27
日
（
金
）

な
つ
く
も
音
楽
会
◇
30
日

（
月
）
歯
科
検
診
◇

31
日

（
火
）
１
・
３
・
５
年
ク
リ
ー

ン
運
動
◇
11
月
１
日
（
水
）

２
・
４
・
６
年
ク
リ
ー
ン
運

動
【
光
が
丘
秋
の
陽
小
】

◇
５
日
（
木
）
２
年
リ
ト

ル
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
◇
13
日

（
金
）
６
年
移
動
教
室
前
検
診

◇
14
日
（
土
）
学
校
公
開
◇

16
日
（
月
）
〜
18
日
（
木
）

６
年
岩
井
移
動
教
室
◇
24
日

（
火
）
３
・
４
年
情
報
モ
ラ
ル

教
室
◇
11
月
２
日
（
木
）
な

か
よ
し
班
給
食

【
光
が
丘
第
八
小
】

◇
６
日
（
金
）
５
年
移
動

教
室
前
検
診
◇
10
日
（
火
）

〜
12
日
（
木
）
５
年
軽
井
沢

移
動
教
室
◇
14
日
（
土
）
２

年
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
◇
17
日

（
火
）
１
・
２
年
生
活
科
見
学

◇
19
日
（
木
）
歯
科
検
診
◇

11
月
１
日
（
水
）
音
楽
鑑
賞

教
室【

赤
塚
新
町
小
】

◇
５
日
（
木
）
歯
科
検
診

◇
13
日
（
金
）
フ
レ
ン
ド
班

活
動
◇
19
日
（
木
）
歯
と
口

の
健
康
教
室
◇
23
日
（
月
）

５
組
い
も
ほ
り
◇
26
日
（
木
）

４
年
科
学
館
移
動
教
室
◇
27

日
（
金
）
５
組
遠
足

【
田
柄
小
】

◇
14
日
（
土
）
学
校
公
開
。

防
災
体
験
教
室
◇
30
日
（
月
）

就
学
時
健
康
診
断

【
田
柄
第
二
小
】

◇
５
日
（
木
）
２
・
４
・

６
年
歯
科
検
診
◇
12
日
（
木
）

１
・
３
・
５
年
歯
科
検
診
◇

14
日
（
土
）
１
・
２
年
授
業

参
観
◇
20
日
（
金
）
１
年
生

活
科
見
学
◇
26
日
（
木
）
〜

11
月
２
日
（
木
）
個
人
面
談

【
練
馬
小
】

◇
14
日
（
土
）
１
４
０
周

年
記
念
式
典
◇
19
日
（
木
）

３
・
４
年
遠
足
◇
26
日
（
木
）

就
学
時
健
康
診
断

【
高
松
小
】

◇
13
日
（
金
）
３
年
起
震

車
体
験
◇
14
日
（
土
）
道
徳

授
業
地
区
公
開
講
座
◇
17
日

（
火
）
高
小
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

◇
18
日
（
水
）
歯
科
検
診
◇

20
日
（
金
）
５
年
社
会
科
見

学
◇
26
日
（
木
）
５
年
情
報

モ
ラ
ル
教
室

【
北
原
小
】

◇
24
日
（
金
）
１
・
２
年

生
活
科
見
学

【
豊
溪
小
】

◇
12
日
（
木
）
歯
科
検
診

◇
14
日
（
土
）
豊
溪
小
祭
り

24
日
（
火
）
縦
割
り
班
遊
び

◇
26
日
（
木
）
就
学
時
健
康

診
断【

旭
町
小
】

◇
11
日
（
水
）
５
年
移
動

教
室
前
検
診
◇
12
日
（
木
）

〜
14
日
（
土
）
５
年
下
田
移

動
教
室
◇
13
日
（
金
）
６
年

中
学
授
業
体
験
◇
14
日
（
土
）

学
校
公
開
◇
17
日
（
火
）
２

年
遠
足
◇
19
日
（
木
）
歯
科

検
診
◇
11
月
１
日
（
木
）
１

年
遠
足

【
成
増
小
】

◇
14
日
（
土
）
運
動
会
◇

16
日
（
月
）
振
替
休
日
◇
19

日
（
木
）
歯
科
検
診
◇
20
日

（
金
）
開
校
記
念
日
◇
27
日

（
金
）
５
年
移
動
教
室
前
検
診

◇
30
日
（
月
）
〜
11
月
１
日

（
水
）
５
年
榛
名
移
動
教
室

 

 

【
光
が
丘
第
一
中
】

◇
14
日
（
土
）
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
◇
27
日
（
斤
）

文
化
発
表
会
◇
30
日
（
月
）

１
年
貧
血
検
査
◇
31
日
（
火
）

進
路
説
明
会

【
光
が
丘
第
二
中
】

◇
10
日
（
火
）
１
年
貧
血

検
査
◇
11
日
（
水
）
〜
12
日

（
木
）
中
間
考
査
◇

14
日

（
土
）
学
校
説
明
会
◇
19
日

（
木
）
歯
科
検
診
◇

26
日

（
木
）
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

【
光
が
丘
第
三
中
】

◇
10
日
（
火
）
〜
14
日

（
土
）
学
校
公
開
週
間
◇
12

日
（
木
）
１
年
貧
血
検
査
◇

25
日
（
水
）
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
◇
27
日
（
金
）
小
中
交
流

事
業
◇
11
月
１
日
（
水
）
〜

13
日
（
月
）
３
年
進
路
面
談

◇
２
日
（
木
）
Ｆ
組
・
１
年

歯
科
検
診

【
光
が
丘
第
四
中
】

◇
14
日
（
土
）
学
校
公
開

◇
28
日
（
土
）
生
徒
発
表
会

◇
30
日
（
月
）
振
替
休
日
◇

11
月
１
日
（
水
）
〜
８
日

（
水
）
３
年
進
路
面
談

【
田
柄
中
】

◇
18
日
（
水
）
〜
19
日

（
木
）
２
年
職
場
体
験
◇
20

日
（
金
）
１
年
校
外
学
習
◇

23
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）

３
年
進
路
面
談

【
練
馬
中
】

◇
16
日
（
月
）
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
◇
23
日
（
月
）
ク
リ

ー
ン
運
動
◇
27
日
（
金
）
進

路
説
明
会
◇
30
日
（
月
）
〜

11
月
９
日
（
木
）
３
年
進
路

面
談
◇
31
日
（
火
）
貧
血
検

査
【
練
馬
東
中
】

◇
28
日
（
土
）
文
化
発
表

会
◇
30
日
（
月
）
振
替
休
日

【
谷
原
中
】

◇
13
日
（
金
）
１
年
貧
血

検
査
◇
14
日
（
土
）
授
業
参

観
。
進
路
説
明
会
。
新
入
生

保
護
者
学
校
説
明
会
◇
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日

（
土
）
文
化
発
表
会
◇
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日

（
月
）
振
替
休
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◇

25
日

（
水
）
Ｆ
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・
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年
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講
話

◇
28
日
（
土
）
周
年
行
事
◇

11
月
１
日
（
水
）
〜
９
日

（
木
）
３
年
進
路
相
談

【
豊
渓
中
】

◇
14
日
（
土
）
留
学
生
の

話
を
聞
く
会
◇
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日
（
土
）

文
化
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◇
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日
（
月
）
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休
日

【
八
坂
中
】

◇
10
日
（
火
）
〜
11
日

（
水
）
中
間
考
査
◇

24
日

（
火
）
文
化
発
表
会
◇
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月

２
日
（
水
）
〜
９
日
（
木
）

３
年
三
者
面
談

【
光
丘
高
】

◇
５
日
（
木
）
２
年
小
論

文
模
試
事
前
指
導
◇
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日

（
木
）
２
年
小
論
文
模
試
◇
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日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）

中
間
考
査
◇
21
日
（
土
）
学

校
説
明
会
◇
28
日
（
土
）
授

業
公
開
◇
30
日
（
月
）
振
替

休
日【

田
柄
高
】

◇
12
日
（
木
）
２
年
伝
統

文
化
体
験
◇
17
日
（
火
）
〜

19
日
（
木
）
中
間
考
査
◇
11

月
１
日
（
水
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
日
◇
２
日
（
木
）
開
校

記
念
日

【
練
馬
高
】

◇
６
日
（
金
）
生
徒
会
選

挙
◇
７
日
（
土
）
学
校
説
明

会
◇
８
日
（
日
）
開
校
記
念

日
◇
17
日
（
火
）
〜
20
日

（
金
）
中
間
考
査
◇
11
月
１

日
（
水
）
〜
８
日
（
水
）
面

談
週
間
◇
２
日
（
木
）
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日

東京二十三区清掃一部工事組合が光が

丘清掃工場建替工事の進捗状況等の告知

を目的として「光が丘清掃工場　建替工

事だより」を創刊した。

今後は、年２回程度を発行する予定。

掲載内容　①工事の工程表

②建替工事の進捗状況

③建替協議会の開催状況

④その他のお知らせ

光が丘清掃工場は平成28年度から建替

に向けた工事を行っています。

現在、工場の解体工事を進めていると

ころですが、今後の工事工程等を含む工

事の進捗状況を工場周辺にお住いの皆さ

まにお知らせすることを目的として「光

が丘清掃工場　建替工事だより」を発行

します。

掲載内容は、工事の工程表・建替工事

の進捗状況・建替協議会（工場周辺町

会・自治会等の代表者の方々との建替工

事に関する情報共有等を目的として設置

している会議体です）の開催状況・その

他のお知らせです。

発行した「光が丘清掃工場　建替工事

だより」は既に工場周辺の町会・自治会

等へ郵送しておりますが、その他ご入用

の方は当組合までご連絡いただくか、当

組合ホームページをご覧ください。

なお、光が丘清掃工場内の建替工事監

督員事務所及び練馬区関係部署（練馬区

環境部清掃リサイクル課・練馬区公聴広

報課・練馬清掃事務所・石神井清掃事務

所・練馬区立光が丘図書館）にも設置し

ておりますので、お近くにお住いの方は

そちらもご利用ください。

今後とも光が丘清掃工場建替事業にご

理解とご協力を賜わりますよう、よろし

くお願い申し上げます。

問い合わせ先　

東京二十三区清掃一部事務組合　計画

推進課　☎6238-0912

ホームページ

http://www.union.tokyo23-sei

sou.lg.jp/kensetsu/kensetsu4/hi

karijyokyol.html



私たちの出会いは旅先だったこともあり２人とも旅行は好きであった。
夫婦での海外旅行については、３人の子供が未成年の内は同じ飛行機に
乗らないという考えを貫き２人での旅行は銀婚式以降になった。
私の初めての海外旅行は、日本住宅公団（現UR都市機構）で光が丘の開
発の話が出た時である。23区内最後の大規模開発であり21世紀のモデル都
市をつくりたいということから、当時の海外の代表的プロジェクトも見て
おこうということで自費で１９７１年香港へ、翌１９７２年北米（両方と
も青柳幸人団長）へ有志で行った。特に北米の時は生命保険を解約しての
金の工面で妻昌子には相当迷惑をかけたが、世界に誇れる開発が可能との
自信が持てた。
妻の海外旅行は勤務先の慰安旅行の香港マカオの旅がスタートである。
子供達もある程度成長し夫婦で海外旅行に出かけられるようになるとお
金と時間が問題となる。お金は金の生る木はないので生活費の工夫と割安
旅行の徹底的なリサーチを行い、時間については行く機会の多い中国・東
南アジアについて、３連休があればもう１日休暇をとり４連休とし最後の
５日目は早朝成田到着、その足で出勤する４泊旅行（殆どが該当）に注目
し上手く楽しんだ。
ロングステイも夫婦で大きなテーマであり夢であった。ロングステイ協
会の研修会を受ける等準備はしていたが、私がなかなか仕事から離れられ
ず、待ち切れない妻は、マルタとアイルランドにミニ留学（ホームステイ）
に出かけておりそれなりの収穫があったようである。
楽でゆったりのクルーズには夫婦では６回参加した。この中では、大西
洋のカナリア諸島、マデイラ島クルーズが印象に残ったが、妻はこれ以外
に参加した南極クルーズが忘れられないと言っている。
様々な国を旅して美しい風景や歴史ある街、ダイミックな自然など見る
のも楽しかったが、同時に沢山の人との出会いと交流が出来とても嬉しか
った。その出会いから新しい旅につながる不思議。なかなか得られない体
験だった。
広い世界には様々な国があった。日本は素晴らしい自然に恵まれた国だ
が自然災害も多い。酷暑・酷寒の地、天然資源の有無や貧富の差など。そ
して諸民族の歴史に伝統、信じる宗教など違う国や人々を見て「各々違う

環境でいると、考え方や生活
習慣に違いがあるのは当たり
前のこと」と思われた。
夫婦で年齢を重ねて来たこ
ともあり最近は国内旅行にも
軸足を置き始めている。又、
都内に移住してから手軽に行
けるコンサートが毎月のよう
にあることを発見し夫婦のも
う一つの共通の趣味になりつ
つあり、嬉しく思っている。

1 1988年　8月　香港、マカオ
2 1989年　5月　シンガポール
3 1990年　4月　ブリスベン、ゴールドコースト、シドニー
4 1991年　2月　中国（上海、蘇州）
5 9月　中国（北京、長春、瀋陽、撫順、大連）
6 1992年　6月　トロント、バンフ、ビクトリア、バンクーバーほか
7 8月　ジュネーブ、ロンドン、パリ
8 1993年　1月　釜山、慶州、ソウル
9 10月　マドリード、バルセロナ、ミラノ、ベニスほか
10 1994年　8月　ミュンヘン、ザルツブルグ、ウィーンほか
11 1995年　1月　バンコック、アユタヤ
12 4月　アムステルダム、ブリュッセル、パリほか
13 1996年　1月　台北
14 3月　メルボルン、アデレード、パースほか
15 10月　ロスアンジェルス、グランドキャニオンほか
16 1997年　5月　中国（珠海）
17 5月　パース
18 9月　フランクフルト、マドリード、クラナダ、パリほか
19 1998年　2月　ケアンズ、エアーズロック
20 4月　ニュージーランド
21 7月　マレーシア、シンガポール
22 8月　スウェーデン、ノルウェー、デンマーク
23 1999年　1月　バリ島
24 2月　インド（デリー、アグラ、ジャイプール）
25 5月　ペルー（リマ、ナスカ、マチュピチュほか）
26 8月　ベルリン、プラハ、ブタペスト、ウィーン、パリほか
27 10月　ニース、モナコ、リヨン、モンサンミッシェルほか
28 2000年 2月　中国山峡クルーズ（上海、白帝白、荊州、武漢）
29 3月　カンボジア（アンコールワット）
30 5月　ブラジル（サンパウロ、イグアスの滝ほか）
31 5月　シドニー、ブリスベン、ゴールドコースト
32 8月　ロシア（サンクト・ペテルブルグ、モスクワ）
33 2001年 2月　ハワイ
34 5月　トロント、オタワ、メイプル街道ほか
35 7月　中国（西安、敦煌）
36 8月　バルト３国、ロシア
37 12月　サイパン
38 2002年　3月　中国（昆明、麗江、大理、石林）
39 5月　チュニジア一周
40 8月　南アフリカ、ジンバブエ、ザンビア、ボツワナ
41 2003年　2月　ベトナム（ホーチミン）
42 8月　スイス一周
43 2004年　5月　台湾一周
44 7月　中国（大連、旅順、ハルピン、長春、瀋陽）
45 12月　南イタリア（ナポリ、カプリ島、マテ－ラほか）
46 2005年　7月　アメリカ国立公園めぐり
47 11月　メキシコ一周
48 2006年　1月　エジプト一周
49 6月　東欧６カ国
50 10月　中国（九寨溝、黄龍、大足、桂林）
51 12月　シンガポール
52 2007年　3月　マレーシア
53 5月　ポルトガル一周
54 9月　アメリカ国立公園めぐり
55 11月　クロアチア、スロベニア
56 2008年　4月　マルタ（ホームステイ）
57 7月　イギリス一周
58 11月　シリア、ヨルダン、アラブ首長国連邦
59 2009年　2月　ベトナム縦断
60 4月　アムステルダム、バーグ、ブリュッセル、パリほか
61 6月　アイルランド（ホームステイ）
62 11月　スリランカ一周
63 2010年　2月　南米・南極クルーズ
64 3月　グアム
65 8月　北イタリア（ジェノバ、コモ湖、チェルビーノほか）
66 11月　中国（杭州、烏鎮、宏村、屯渓、黄山）
67 2011年　1月　カナリア諸島、マディラ島クルーズ
68 5月　トルコ一周
69 9月　アメリカ東海岸クルーズ
70 2012年　2月　タヒチ島、モーレア島
71 9月　ヨーロッパ・グランドクルーズ
72 2013年　1月　フィリピン（セブ島、ボホール島、マニラ）
73 3月　フィンランド、アイルランド
74 7月　南フランス（ニース、モナコ、マルセーユ、アルルほか）
75 11月　ネパール（カトマンズ、ポカラ）
76 2014年　2月　カリブ海クルーズ（プエルトリコ、ドミニカ共和国ほか）
77 6月　エーゲ海クルーズ、アテネほか
78 7月　バルカン７カ国
79 11月　イタリア中部周遊
80 2015年　1月　ニューカレドニア島、メトル島
81 2月　バリ島、ジャワ島
82 9月　アラスカクルーズ（シアトル、ビクトリアほか）
83 10月　イラン（テヘラン、ヤスト、シラーズ、ベルセポリスほか）

84 2016年　4月　ウズベキスタン（サマルカンド、ブハラ、ヒワほか）
85 9月　ドイツ、フランス、ルクセンブルグ、オランダ
86 2017年　2月　キューバ、ジャマイカ、カリブ海クルーズ

青柳幸人
1933年　山梨県市川大門町(江戸時代の代官所所在地)に生まれる
1951年　甲府第一高等学校卒業
1958年　早稲田大学理工学部建築学科卒業
同年　 日本住宅公団（現UR都市再生機構)入所
1970年～79年　光が丘PTの構想計画　用地取得

「一団地の住宅施設」都市計画決定まで現地事務所長等とし
て直接参画

1979年～88年　公団内の窓口課長・部長としてセンター会社（IMA)設立の　　
財務省認可等間接関与

1993年～95年　建築等担当理事
1995年～2003年（株)都市整備センター　早大客員教授等歴任
現在　日本建築学会・日本住宅協会・新宿研究会会員　
趣味　囲碁・油絵・新宿学（故郷への起点新

宿の過去　現在　未来の調査）
住所　千葉県習志野市在住　　　　　　　　　　　

井上　十三男
1938年　新潟県三条市に生まれる
1961年　明治大学工学部建築学科卒業
同年　日本住宅公団(現UR都市機構)に入所　
1970年～83年　光が丘住宅地区計画に参画

（約12年間）
1984年～86年（株)光が丘都市センターに出向
1995年～97年 住宅・都市整備公団（現UR都市

機構）関東支社長
1997年～2005年（株)新都市ライフ勤務
2007年～2015年（公財)アーバンハウジング勤務
現在　日本都市計画家協会会員
住所　東京都練馬区在住

七人の

孫に伝える
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光
が
丘
警
察
署
管
内
で

も
９
月
23
日
現
在
、
認
知

件
数
32
件
（
前
年
28
件
）、

被
害
額
約
６
３
５
９
万
円

（
前
年
８
０
０
７
万
円
）

と
な
っ
て
い
る
。

都
内
に
お
け
る
２
１
１

７
件
の
う
ち
「
オ
レ
オ
レ

詐
欺
」
が
約
57
％
１
２
０

４
件
を
占
め
、
「
架
空
請

求
詐
欺
」
４
２
８
件
お
よ

び
「
還
付
金
詐
欺
」
４
２

４
件
が
そ
れ
ぞ
れ
約
20
％

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
オ

レ
オ
レ
詐
欺
の
中
に
は
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
騙

し
取
ら
れ
る
被
害
が
５
５

３
件
と
昨
年
１
年
間
の
被

害
１
３
４
件
の
約
４
倍
と

急
増
し
て
い
る
。

振
り
込
め
詐
欺
は
、
日

中
に
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
こ
と
か
ら
、
自
宅
の
固

定
電
話
を
留
守
番
機
能
に

す
る
か
、
自
動
通
話
録
音

機
、
迷
惑
防
止
機
能
付
電

話
機
に
す
る
な
ど
し
、

「
犯
人
か
ら
の
電
話
に
出

な
い
」
こ
と
が
一
番
大
事
。

最
近
で
は
、
「
犯
人
の

逮
捕
に
協
力
し
て
頂
く
た

め
に
、
警
察
官
に
現
金
を

渡
し
て
く
だ
さ
い
。
逮
捕

し
た
ら
お
返
し
し
ま
す
」

な
ど
と
言
っ
て
、
警
察
官

を
装
っ
て
現
金
を
騙
し
取

る
手
口
も
発
生
し
て
い

る
。
警
察
官
や
銀
行
教
会

職
員
な
ど
は
、
「
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
聞
い
た
り
、
現
金
を
預

る
こ
と
」
は
絶
対
に
な
い
。

練
馬
区
保
険
課
な
ど
の

職
員
を
騙
っ
た
還
付
金
詐

欺
は
、
被
害
者
を
無
人
Ａ

Ｔ
Ｍ
コ
ー
ナ
ー
に
誘
い
出

す
と
と
も
に
、
携
帯
電
話

で
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
方
法
を

指
示
し
、
被
害
者
の
銀
行

口
座
か
ら
現
金
を
振
り
込

ま
せ
て
い
る
。

現
金
を
振
り
込
ま
せ
る

場
所
は
、
光
が
丘
Ｉ
Ｍ
Ａ

専
門
店
街
６
か
所
、
Ｉ
Ｍ

Ａ
南
館
２
か
所
、
東
武
練

馬
駅
、
練
馬
高
野
台
駅
周

辺
に
あ
る
無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ

ー
ナ
ー
。
こ
れ
ら
の
場
所

で
携
帯
電
話
で
通
話
し
な

が
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
し
て

い
る
高
齢
者
の
方
を
見
か

け
た
場
合
に
は
、
「
も
し

か
し
た
ら
、
還
付
金
詐
欺

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
な

ど
と
声
掛
け
す
る
か
、
声

掛
け
で
き
な
い
場
合
は
、

１
１
０
番
を
し
て
ほ
し

い
。
地
域
住
民
も
声
掛
け

運
動
に
参
加
し
、
特
殊
詐

欺
根
絶
に
協
力
を
。

 

 

田
柄
婦
人
会
（
会
長
　

佐
藤
美
代
子
）
は
、
田
柄

町
会
（
会
長
　
鳥
海
隆
秀
）

の
支
援
で
今
年
も
敬
老
会

を
９
月
16
日
、
田
柄
第
二

小
学
校
　
体
育
館
で
開
催

し
た
。（
こ
の
敬
老
会
は
、

田
柄
小
学
校
と
交
互
に
行

わ
れ
て
い
る
）

台
風
18
号
の
影
響
で
不

安
定
な
空
模
様
だ
っ
た
が

13
時
か
ら
16
時
ま
で
穏
や

か
に
過
ぎ
、
関
係
者
た
ち

を
安
堵
さ
せ
た
。

敬
老
会
に
招
待
さ
れ
る

の
は
75
歳
以
上
（
約
１
２

０
０
名
）
。
出
席
さ
れ
た

方
た
ち
は
記
念
品
と
演
芸

で
愉
快
な
ひ
と
と
き
を
愉

し
ん
だ
。

88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら

れ
た
方
は
35
人
、
こ
の
日

出
席
さ
れ
た
方
は
７
人
、

ス
テ
ー
ジ
右
下
に
座
ら
れ

花
束
と
記
念
品
を
受
け
と

っ
た
。

田
柄
３
丁
目
に
在
住
の

女
性
は
１
０
６
歳
で
田
柄

一
の
長
寿
者
と
な
っ
て
い

る
。演

芸
は
、
ま
ず
、
落
語

を
春
風
亭
一
蔵
が
漢
字
ク

イ
ズ
で
、
米
と
赤
で
赤
飯
、

米
と
黄
色
で
カ
レ
ー
な
ど

と
笑
わ
せ
た
。
和
太
鼓
を

田
柄
第
二
小
学
校
、
吹
奏

楽
を
田
柄
中
学
校
、
歌
謡

シ
ョ
ー
は
涌
井
晴
美
が
出

演
し
、
敬
老
を
祝
っ
た
。

児
童
・
生
徒
た
ち
も
敬
老
を
祝
っ
た

敬老席の前での踊り、斉唱・演奏

田柄婦人会
佐藤美代子会長

田柄第二小学校
谷田弘子校長

田柄第二小学校の和太鼓

田柄中学校の斉唱と演奏

東
京
都
内
で
発
生
し
た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や
還
付
金
詐
欺
な
ど
の
特
殊
詐
欺
は
、
今
年

１
〜
８
月
ま
で
の
認
知
件
数
が
２
１
１
７
件
と
な
り
、
昨
年
１
年
間
の
認
知
件
数
２
０

３
２
件
を
上
回
り
、
被
害
総
額
も
前
年
同
期
よ
り
約
11
億
円
多
い
、
約
48
億
６
０
０
０

万
円
と
な
り
、
８
月
だ
け
で
も
、
２
８
４
件
被
害
額
約
６
億
１
３
０
０
万
円
と
被
害
に

歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
態
で
あ
る
。

警
察
官
や
銀
行
協
会

職
員
は
、
暗
証
番
号

や
現
金
を
預
る
こ
と

は
絶
対
に
な
い

無
人
Ａ
Ｔ
Ｍ
コ
ー

ナ
ー
で
の
声
掛

け
・
見
守
り
を

子
供
が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

光が丘警察署



◆
生
活
ク
ラ
ブ
ま
ち
練

馬
北
＝
29
年
11
月
30
日

ま
で
、
今
だ
け
無
料
お
試

し
セ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

Ａ
＝
肉
の
旨
さ
を
感
じ
る

セ
ッ
ト
　
平
田
牧
場
の
豚

肉
ロ
ー
ス
ス
ラ
イ
ス
１
６

０
㌘
と
平
牧
工
房
の
ポ
ー

ク
ウ
イ
ン
ナ
ー
１
０
０

㌘
。
Ｂ
＝
食
卓
・
お
弁
当

に
も
う
一
品
セ
ッ
ト
　
平

田
牧
場
の
豚
肉
を
使
っ
た

冷
凍
餃
子
10
個
と
国
産
１

０
０
㌫
の
冷
凍
チ
キ
ン
ナ

ゲ
ッ
ト
２
０
０
㌘
。
Ｃ
＝

子
ど
も
ス
ク
ス
ク
セ
ッ
ト

り
ん
ご
ジ
ュ
ー
ス
缶
１

９
５
㌘
２
缶
と
子
ど
も
カ

レ
ー
１
０
０
㌘
。
Ａ
・

Ｂ
・
Ｃ
い
ず
れ
か
の
セ
ッ

ト
が
も
ら
え
る
。

Tel
０
１
２
０
（
１
３
３
）
３

８
３
　

▽
北
豊
島
園
自
動
車
学

校
（
４
丁
目
）
＝
11
月
３

日
の
祝
日
11
時
よ
り
15
時

10
分
ま
で
第
９
回
北
豊
島

園
地
域
感
謝
祭
を
入
場
無

料
で
開
催
す
る
。

今
回
の
特
設
ス
テ
ー
ジ

ゲ
ス
ト
は
キ
ュ
ー
レ
ン
ジ

ャ
ー
、
１
回
目
は
11
時
55

分
、
２
回
目
は
13
時
50
分

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
開
始
さ
れ

る
。
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
は
練
馬
警
察
署
の

交
通
安
全
ク
イ
ズ
、
ヒ
ッ

プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
、
和
太

鼓
な
ど
。
縁
日
コ
ー
ナ
ー

や
Ｂ
級
グ
ル
メ
も
あ
る
。

展
示
は
、
練
馬
警
察
署

の
交
通
安
全
教
室
、
練
摩

消
防
署
消
防
隊
、
防
衛
省

自
衛
隊
練
馬
地
域
事
務
所

の
特
殊
車
両
の
他
、
ハ
ー

レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
展
示

会
で
は
、
ま
た
が
っ
て
の

体
験
も
で
き
る
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
大
抽
選
会

は
１
口
１
０
０
円
で
豪
華

商
品
が
当
た
る
。
こ
の
抽

選
会
と
感
謝
祭
の
売
上
げ

の
一
部
は
社
会
福
祉
支
援

に
送
ら
れ
る
。

Tel
（
３
９
９
０
）
１
１
７
６

11
月
３
日
北
豊
島
園
で
感
謝
祭

【
Ｉ
Ｍ
Ａ
中
央
館
】

▽
東
京
ラ
ー
メ
ン
大
盛

軒
（
地
階
）
＝
お
持
帰
り

専
門
コ
ー
ナ
ー
の
中
華
料

理
が
売
れ
て
い
る
。
焼
き

餃
子
１
パ
ッ
ク
１
人
前
４

０
０
円
が
３
パ
ッ
ク
１
０

０
０
円
、
生
餃
子
１
パ
ッ

ク
２
人
前
６
４
０
円
が
２

パ
ッ
ク
だ
と
１
０
８
０

円
、
ラ
ー
メ
ン
の
具
に
そ

の
ま
ま
使
用
で
き
る
大
玉

味
付
ゆ
で
た
ま
ご
２
個
、

同
店
自
慢
の
チ
ャ
ー
シ
ュ

ー
４
枚
、
手
作
り
メ
ン
マ

２
〜
４
人
前
が
１
パ
ッ
ク

５
０
０
円
。
安
い
。

Tel
（
３
９
７
６
）
０
８
４
８

餃
子
と
ラ
ー
メ
ン
の
具
が
好
評

 

▽
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
サ

ロ
ン
銀
の
卵
（
３
丁
目
）

＝
第
４
期
生
を
募
集
中
。

月
１
０
０
０
円
で
英
会
話

が
可
能
に
な
る
。
毎
週
火

曜
日
13
時
か
ら
15
時
ま
で

喫
茶
つ
き
。
場
所
は
光
が

丘
大
通
り
中
央
１
号
棟
集

会
室
。
応
募
対
象
は
60
歳

以
上
の
方
、
定
員
15
名
、

外
国
人
に
通
じ
る
英
会
話

を
目
指
す
。
修
了
者
は
延

べ
45
名
。
２
０
２
０
年
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
。
講
師
は
永
年

海
外
生
活
を
送
っ
た
高
原

進
。
希
望
者
は
名
前
、

年
齢
、
住
所
、
電
話
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
明
記
し

て
光
が
丘
７
ー
７
ー
10
ー

101
光
連
協
イ
ン
グ
リ
ッ
シ

ュ
サ
ロ
ン
事
務
局
へ
。

Tel
（
３
９
７
６
）
１
８
９
１

60
歳
以
上
の
方
限
定
で
英
会
話

無
料
お
試
し
セ
ッ
ト
が
貰
え
る

▽
寿
司
・
割
烹
・
磯
料

理
　
す
し
征
（
３
丁
目
）

＝
に
ぎ
り
１
９
０
０
円
や

海
鮮
丼
・
海
鮮
太
巻
９
０

０
円
が
お
す
す
め
。
一
口

め
で
違
い
が
分
か
る
。

Tel
（
３
９
７
０
）
２
０
３
０

海
鮮
丼
な
ど
が
９
０
０
円



平
成
27
年
、
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
ラ
グ
ビ

ー
と
言
え
ば
五
郎
丸
選

手
の
ボ
ー
ル
を
蹴
る
前

に
行
う
動
作
・
ポ
ー
ズ

が
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
代
表
は
初
戦
で

南
ア
フ
リ
カ
代
表
と
当

た
り
ま
し
た
。
南
ア
フ

リ
カ
代
表
は
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
で
過
去
２
回
優

勝
、
世
界
ラ
ン
ク
３
位

の
優
勝
候
補
に
上
げ
ら

れ
て
い
た
強
豪
で
す
。

世
界
中
の
誰
も
が
南
ア

フ
リ
カ
代
表
が
勝
つ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
日
本
の
選
手
た

ち
は
怯
む
こ
と
な
く
果

敢
に
ぶ
つ
か
り
に
行
き
、

守
っ
て
は
何
度
倒
さ
れ

て
も
す
ぐ
に
起
き
上
が

り
、
タ
ッ
ク
ル
を
繰
り

返
し
ま
し
た
。
そ
の
姿

は
感
動
的
で
し
た
。

日
本
代
表
は
南
ア
フ

リ
カ
戦
に
備
え
て
周
到

な
準
備
行
っ
て
き
ま
し

た
。
情
報
を
徹
底
的
に

集
め
、
分
析
し
、
戦
略

と
戦
術
を
練
り
ま
し
た
。

そ
の
試
合
で
笛
を
吹
く

レ
フ
ェ
リ
ー
を
日
本
に

招
き
、
レ
フ
ェ
リ
ン
グ

の
癖
を
選
手
に
覚
え
さ

せ
ま
し
た
。
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
の
試
合
会
場
で
試

合
と
同
時
刻
に
練
習
し
、

風
の
向
き
や
芝
生
の
状

態
な
ど
も
細
か
く
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
た
。
練
習

で
は
、
お
互
い
の
声
が

聞
こ
え
る
け
れ
ど
、
試

合
会
場
で
は
絶
対
に
聞

こ
え
な
い
。
な
ら
ば
声

で
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
時
は
み
ん
な
で
集

ま
る
。
そ
れ
以
外
は
仕

草
を
使
う
な
ど
、
き
ち

ん
と
決
め
て
お
き
繰
り

返
し
練
習
し
ま
し
た
。

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、
ホ

テ
ル
か
ら
試
合
会
場
に

向
か
う
バ
ス
の
ル
ー
ト

と
移
動
に
か
か
る
時
間

ま
で
確
か
め
ま
し
た
。

試
合
前
日
に
は
、
南
ア

フ
リ
カ
の
選
手
23
人
の

名
前
を
書
き
出
し
、
ど

ん
な
選
手
な
の
か
、
強

み
と
弱
み
を
一
人
一
人

分
析
し
ま
し
た
。

試
合
経
過
時
間
79
分

56
秒
、
ノ
ー
サ
イ
ド
直

前
。
得
点
は
29
対
32
の

負
け
て
い
る
状
況
で
ペ

ナ
ル
テ
ィ
を
得
た
と
き
、

Ｈ
Ｃ
エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ

ー
ン
ズ
さ
ん
は
、「
シ
ョ

ッ
ト
！
（
キ
ッ
ク
で
同

点
を
狙
え
）」
と
指
示
を

出
し
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル

ラ
イ
ン
ま
で
あ
と
５
ｍ
。

選
手
た
ち
は
そ
の
指
示

を
無
視
し
、「
ス
ク
ラ
ム
」

を
選
択
し
「
ト
ラ
イ
」
、

大
逆
転
が
生
ま
れ
、
歴

史
的
勝
利
を
遂
げ
ま
し

た
。
Ｔ
Ｖ
観
戦
し
な
が

ら
涙
が
あ
ふ
れ
出
ま
し

た
。そ

れ
以
来
、
秩
父
宮

競
技
場
で
大
学
リ
ー

グ
・
サ
ン
ウ
ル
ブ
ス

戦
・
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
な

ど
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦
を

続
け
て
い
ま
す
。
２
０

１
９
年
（
平
成
31
年
）

に
日
本
で
ラ
グ
ビ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
日
本
代
表

の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
。

１
９
６
１
年
東
京
都

生
ま
れ
　
板
橋
区
在
住

-621-

光
が
丘
春
の
風

小
学
校
校
長

ラ
グ
ビ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て

世
古
　
徳
浩

 

 

 

北朝鮮の核実験に断固抗議する声明

北朝鮮の国営の朝鮮中央テレビは、9月3日に水爆実験を行ったことを明
らかにした。

わが国は、広島、長崎への原爆投下による被爆を経験した唯一の国であ

ることから、多年にわたり、全世界に核兵器の根絶を求め、また国際社会

も核軍縮や核実験全面禁止への努力を積み重ねてきた。

練馬区は、すべての核兵器の根絶と世界の恒久平和を願って、「非核都市

練馬区宣言」を昭和58年10月3日に決議した。また、これまでに行われた

各国の核実験に抗議するとともに、即時中止を求める要請も行ってきた。

しかし、これらの努力を積み重ねてきたにもかかわらず、本年8月29日

の弾道ミサイルの発射に続けて、6回目の核実験を強行したことは、誠に遺

憾であり、断じて容認できるものではない。

このことは、わが国のみならず、東南アジアおよび国際社会の平和と安

全に対する重大な脅威となるもの

である。また、核実験を行わない

よう求めた国連安全保障理事会決

議に明らかに違反するものであり、

日朝平壌宣言や六者会合共同声明

にも反するものである。

よって、ここに練馬区民を代表

し、北朝鮮の核実験に対して断固

非難し、厳重に抗議するとともに、

核実験および国連安全保障理事会

決議に違反する行為を今後行わな

いよう強く求めることを表明する。

平成29年9月6日

練馬区長　前川　燿男

29年9月3日に北朝鮮による核実験が強行された。練馬区、
板橋区では直ちに「声明文」を発表した。今号は、練馬区
からの「抗議声明」を掲載する。

北朝鮮の核実験に断固抗議
練馬区長が抗議声明、練馬区議会が決議


